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AI に関する原則

責任: Google が掲げる原則
Google は AI の可能性に期待を寄せている一方で、こうした高度なテクノロジーがもたらす可能性のある重
要な課題に対して、明確に、思慮深く、前向きに取り組む必要があることを認識しています。以下の AI に関す
る原則は、責任を持ってテクノロジーを開発するという Google の取り組みを示したものであり、Google が
対象外とする適用分野を確立するという役割も担っています。

AI 適用の基本方針

1. 社会にとって有益であること。
新しいテクノロジーの普及は、ますます社会全体に影響を与えるようになっています。AI の進歩は、医療、セ
キュリティ、エネルギー、交通、製造、エンターテイメントなど、幅広い分野に大きな変化をもたらすでしょう。
AI 技術の開発・利用の可能性を検討するにあたっては、幅広い社会的・経済的要因を考慮し、期待できる全
体的な利点が、予測可能なリスクやマイナスをはるかに上回ると判断した場合に、開発・利用を進めます。

AI は、コンテンツを理解するという処理を大規模に行う能力を強化します。Google は製品を提供する各国
の文化的、社会的、法的規範を引き続き尊重しながら、AI を活用して高品質かつ正確な情報を人々が容易に
入手できるよう努めます。そして、Google のテクノロジーをどのような場合に、非営利目的で提供するかにつ
いて、引き続き慎重に検討します。

2. 不公平なバイアスの発生、助長を防ぐ。
AI のアルゴリズムやデータセットは、不公平なバイアスを反映したり、強化したり、反対にそれらを緩和する
こともできます。あるバイアスが公平か、不公平かを判断することは必ずしも容易ではなく、文化や社会的背
景によってその判断が分かれます。しかしながら、特に人種、民族、性別、国籍、所得、性的指向、能力、政
治的または宗教的信念などといった繊細なトピックにおいて AI が不当な影響を与えることがないよう努め
ます。

3. 安全性確保を念頭において開発、テストする。
害を及ぼす可能性のある予期せぬ事象の発生を避けるために、Google は継続的に強固な安全性とセキュ
リティ対策の実践、強化に努めます。Google は、自社の AI システムが適度に慎重になるように設計し、AI 
の安全性に関する研究のベスト プラクティスに沿って開発していきます。しかるべき場合には、AI テクノロ
ジーをコントロールされた環境下でテストし、運用開始後も動作のモニタリングを行います。
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4. 人々への説明責任を負う。
Google は、フィードバックする機会、関連する説明を求める機会、異議を唱える機会を適切に提供できるよ
うに AI システムを設計します。Google の AI テクノロジーは、人間による適切な指示、およびコントロール下
に置かれます。

5. プライバシー デザイン原則を適用する。
Google は、AI 技術の開発および利用に Google のプライバシー原則を適用しますプライバシーに関する通
知および同意の機会を提供し、プライバシー保護が組込まれたアーキテクチャを推奨するとともに、データ
利用に適切な透明性およびコントロールを提供します。

6. 科学的卓越性を探求する。
技術革新は、科学的な手法と、オープンな考察、学問的厳密性、整合性、およびコラボレーションへのコミッ
トメントに根ざしています。AI ツールは、科学研究の新たな領域を切り拓き、生物学、化学、医学、環境科学
などの重要な分野において、新たな知識を生み出す可能性を秘めています。Google は AI 開発を進めるにあ
たり、高水準の科学的卓越性を目指します。

7. これらの基本理念に沿った利用のために技術提供する。
多くのテクノロジーには、さまざまな利用方法があります。Google は、有害もしくは悪質な可能性のある利
用を制限するよう努めます。AI テクノロジーの開発や提供にあたって、Google は想定される用途を以下のポ
イントに沿って評価します。

•	 主な目的と用途: テクノロジーやアプリケーションの主な目的と考えられる用途（これには、当該ソ	
リューションが有害な用途にどれくらい関連しているか、あるいは有害な利用への転用のなどの観点が	
含まれます）

•	 テクノロジーの性質や独自性: Google が提供するテクノロジーが独自性のあるものか、または一般に	
広く利用されているものか

•	 スケーラビリティ: 当該テクノロジーの利用が大きな影響を及ぼすかどうか

• Google の関与のあり方: どのような目的にも使える汎用的なツールを提供するのか、特定の顧客の	
ためにツールを組み込むのか、カスタム ソリューションを開発するのか
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Google が対象外とする AI 適用分野

上記の基本方針に加えて、Google は以下のような適用分野では AI の設計および提供は行いません。

1. 総合的に見て害をもたらすか、その可能性があるテクノロジー。重大な有害リスクが認められる場合
は、メリットがリスクを大幅に上回ると思われる場合にのみ関与し、かつ適切な安全上の制約を組み込
みます。

2. 主に人々に危害を加えることや直接助長することを目的とした武器やその他のテクノロジー。

3. 国際的に認められた規範に反する監視のために情報を収集、利用するテクノロジー。

4. 広く一般的に認められた国際法の理念や人権に反する用途のためのテクノロジー。

Google はこの領域での経験を深めながら、原則を進化させていきます。


